
 

会員各位                            平成 30年 10月 

 

                       （公社）大分県臨床検査技師会 

                        輸血細胞治療部門長  立川 良昭 

 

 

 

平成 30年度  

輸血細胞治療部門研修会のご案内 
 

 

    会員の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

    この度、輸血細胞治療部門では、下記のごとく研修会を開催する運びとなりました。 

  近年、輸血検査の方法として急速に普及しているカラム凝集法の基礎的な内容、検査上の 

問題点、精度管理等幅広い講義を行っていただき、日常の業務に役立てていただければと 

思います。また、アルブミン製剤についても適正使用は大切な課題であり、改定された指針に 

ついて十分に理解し、輸血検査部門からの適正使用推進に役立てればと考えます。 

業務ご多忙とは思いますが、皆様の参加をお待ちしております。 

 

記 

         

日時：平成 30年 11月 29日（木）  18：30～20：30 

 

         

場所：大分赤十字血液センター  3階大会議室 

                                 

 

          内容： 「ゲルカラム凝集法の有用性と輸血検査における品質保証」 

                       株式会社カイノス 

                              西野 主眞 氏 

             「H29年版血液製剤使用指針に基づくアルブミン製剤の適正使用について」 

                       一般社団法人 日本血液製剤機構 

九州統括部 エリアプロダクトマネージャー  

                              伊藤 一博 氏 

                 

             参加費：会員  無料             非会員：5000円 

 

 ※大分県技師会主催の研修会について、日臨技会員のみの場合は「非会員」のため参加費を徴収します。 

以上   


